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屋
久
島
高
演
劇
部

全
国
へ

最優秀賞を受賞して記念撮影する屋久島高校演劇部のメンバー。中
央は顧間の上和美和教諭=23日 、いずれも福岡県筑後市、同部提供

屋久杉テーマ九州大会で最優秀賞

か
つ
て
屋
久
島
で
続
い
た
屋

久
杉
伐
採
の
歴
史
を
伝
え
る
県

立
屋
久
島
高
校
演
劇
部
の
舞
台

作
品

「ジ

ョ
ン

・
デ
ン
バ
ト

ヘ

の
手
紙
」
が
２３
日
、
福
岡
県
筑

後
市
で
あ

っ
た
九
州
高
等
学
校

演
劇
研
究
大
会
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
。
伐
採
の
記
録
映
画

を
主
題
に
し
た
物
語
で
、
屋
久

島
の
世
界
遺
産
登
録
２５
周
年
を

記
念
し
て
制
作
。
九
州
大
会
で

の
最
優
秀
賞
は
同
校
初
で
、
来

年
夏
に
佐
賀
県
で
あ
る
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
に
出
場
す

る
。大

伐
採
が
続
く
１
９
７
０
年

代
を
舞
台
に
、
そ
の
惨
状
を
告

発
す
る
記
録
映
画

「屋
久
島
か

ら
の
報
告
」

（
７８
年
）
の
制
作

に
奔
走
し
た
教
師
や
生
徒
の
実

話
を
基
に
し
た
物
語
だ
。
映
画

に
曲
を
無
償
提
供
し
て
も
ら
う

た
め
、
米
カ
ン
ト
リ
ー
歌
手
に

送

っ
た
手
紙

の
内
容
に
沿

っ

て
、
江
戸
時
代
か
ら
始
ま

っ
た

伐
採
の
歴
史
を
紹
介
。
映
画
な

ど
の
反
対
運
動
で
伐
採
が
止
ま

り
、
９８
年
に
屋
久
島
が
世
界
遺

産
に
な

っ
た
と
結
ば
れ
る
。

た
）
林
業
の
誇
り
も
含
め
た
二

面
性
が
う
ま
く
伝
わ

っ
て
き

た
」
。
全
国
大
会
に
向
け

て

「今
の
ま
ま
奇
を
て
ら
わ
ず
、

島
の
子
ど
も
た
ち
の
良
さ
を
ス

ト
レ
ー
ト
に
演
じ
て
ほ
し
い
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
と
い
う
。

同
部
顧
間
の
上
田
美
和
教
諭

は
、
映
画
を
制
作
し
た

「屋
久

島
の
自
然
を
記
録
す
る
会
」
元

代
表
の
大
山
勇
作
さ
ん
（
７４
）
か

ら
話
を
聞
い

て
脚
本
を
書
い

た
。
「島
の
経
済
が
伐
採
で
潤

っ

て
い
た
時
期
に
、
自
眼
視
さ
れ

・

」
な
投
熱
鵜
嘲
嫌
販
翻
鍵
制
を

込
め
ま
し
た
」
。
離
島
で
学
ぶ

若
者
の
視
点
で
故
郷
を
掘
り
下

げ
、

「世
界
遺
産
の
島
の
教
訓

・

４

躙

菱

肇

維

醜

。

Date

九
州
大
会
の
舞
台
に
立

つ
屋
久
島
高
校
演
劇
部

の
生
徒
た
ち
＝
２２
日

幼iS、 t2メぽ)勲曰


